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                        “Abstraet'
 Recording characteristic of Co containing ferrite thin 151m media deposited by reactive Electron'Cyclotron'Resonance Sputtering method

was investigated using a flying head and a contact sliding head.  ln contact sliding head scheme， excellent high density characteristic was

obtained. 

1. はじめに

 ハードディスク装置の面記録密度は、年率100％増とい
う急速な勢いで増加している。更なる高記録密度化を目指
し、記録メディアに今後要求される特性として〟濫M揺らぎに

強くし、再生出力を高める上で抗磁力を高めること。②角型

比を高くして、メディアノイズを低減させること、などが求めら

れている。Co含有酸化鉄薄膜メディアは硬度・抗磁力など
の点において金属薄膜メディアよりも優れた特徴をもち、次

世代の超高密度記録メディアとして期待される。本報告で

は、反応性ECRスパッタ磨翌ﾅ作製したCo含有酸化鉄薄
膜メディアの記録特性の評価について述べる。

 本実験で用いたCo含有酸化鉄薄膜メディアは、マイクロ

波垂直導入型のECRスパッタ装置を用い、血ガスと02
ガスによる反応性ECRスパッタで2. 5インチのガラス基板
上に作製を行った。使用したターゲットはFe・Co合金ター
ゲット(Co含有量:6at％)である。 Co含有酸化鉄薄膜メデ

ィアの磁気特性は、垂直方向の抗磁力が31000e、飽和
磁化が250emu！cc、垂直方向の角型込が0. 6である。また、

磁性層の膜厚は40皿mである。
 記録特性の評価にはスピンスタンドを用い、磁気ヘッドと

しては、浮上型のインダクティブ∠AMR複合ヘッドおよびハ

イバンド8mm用MIGヘッドを用いて記録特性の評価を行
った。MRヘッドでは、 MR素子のセンス電流は6mAとし、
ヘッドーメディア間の相対速度は7. 33mlsで記録・再生を行

った。また、MIGヘッドでは、ヘッド・メディア間の相対速度

は2. Omlsで、ヘッドとメディアをコンタクトさせて記録・再生

を行った。比較のために、4Gb1(inch)2の長手磁気メディア

の記録特性も測定した。この長手ディスクの磁気特性は、

面内方向の抗磁力が25000e、 Mrtが0. 64memulcm2
(80Gμ:m)、面内方向の角型比が0. 7である。

 Fig. 1にMRヘッドおよびMIGヘッドでのCo含有酸化
鉄薄膜メディアと長手磁気メディアの記録密度特性を示す。

Fig. 1からわかるように、 MRヘッドの低密度領域における

再生電圧は、反応性ECRスパッタ磨翌ﾅ作製したCo含有
酸化鉄薄膜メディアの180mVp・pに対し、4Gb/(inch)2の長

手磁気メディアでは300mVp・pと約1. 7倍の値を示した。し

かし、MIGヘッドでは、 Co含有酸化鉄薄膜メディアと長手

磁気メディアは40mVp-pとほぼ同等の再生電圧を示した。

D50値については、 MRヘッドではCo含有酸化鉄薄膜メデ
ィアは150k:FRPIと長手磁気メディアの140k:FRPIとほぼ

同等の値だったが、MIGヘッドではCo含有酸化鉄薄膜メ
ディアは180k:FRPIであったのに対し、長手磁気メディア

は140k:FRPIとCo含有酸化鉄薄膜メディアの方が良好な

高密度特性が得られた。

 磁気ヘッドのBsが非常に大きなもので記録を行う場合
には、抗磁力の大きなメディアほど再生出力は大きくなる。

しかし、実際には磁気ヘッドの記録能力には限界がある。

今回使用したCo含有酸化鉄薄膜メディアは抗磁力が
31000eと高いため、浮上型磁気ヘッドの記録能力の限界
を超えており、飽和記録がされていなかったため、十分な

記録特性が得られなかったと考えられる。酸化鉄薄膜は化

学的に安定で求頼B的強度が大きいため、保護層なしでもコ
ンタクトスライディング方式で記録・再生を行うことが可能で

ある。そのため、ヘッド一季ディア間のスペーシングをより減

少させることができ、長手磁気メディアに対し、良好な高密

度特性が得られたと考えられる。

4. おわりに

MIGヘッドを用いコンタクトスライディング方式で記録・

再生を行うことで、長手磁気メディアより良好な高密度特性

で作製したCo含有酸化鉄薄膜メディアは表面保護層を設
けずにコンタクトスライディング方式による記録・再生を行っ

ても耐えられる強度があることがわかった。
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